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2006 年～2013 年の土地利用変化が今後も継続すると仮定して、2020 年・2030 年・2040 年における土地利用
パターンの推定を試みた。土地利用の将来予測には、様々な手法が開発され実証研究に適用されてきた。その
なかで汎用性があり評価の高い手法として、LR モデル（ロジスティック回帰）と MLP モデル（多層パーセプ
トロン）があげられる。この点を踏まえ、実証実験によってどちらが本研究に適切かを検証した。2000 年～

















審   査   の   要   旨 
 
本論文では，GISとリモートセンシングの技法を駆使して、中国のメガシティ上海市における都市化のメカ
ニズムを定量的に把握するとともに、帰納的プロセスモデルを構築して、将来の都市空間構造を定量的に予測
している。本論文には、高いオリジナリティが認められる。 
この研究で著者は、非線形ニューラルネットワークとマルコフ連鎖モデルを融合した複雑系モデルを構築
し、精度の高い土地利用変化の分析に成功している。MLP-EAIモデルを用いてシナリオ分析を実施し、説得力の
ある政策的提言を行ったことは高く評価できる。都市化のドライビングフォースの実証分析で明らかになった
知見をもとに、的確な変数をモデルに投入して将来を予測しており、分析結果は高い信頼性を有する。また、
経済指標の入手が困難な状況にあって、DMSP-OLS（衛星夜間光観測データ）から経済活動の程度を示す指標と
してエネルギー消費量を導出したことも、独創的なアイデアとして評価できる。 
本研究の成果は、上海市の今後の地域計画や都市政策の有力な基礎資料になることが期待される。本研究で
提示した都市化予測の方法論には汎用性が認められ、上海市にとどまらず、中国における他の大都市にも適用
することができる。さらに、都市属性に応じて変数のパラメータを適切に加重すれば、この手法は世界各地の
メガシティにも応用可能と考えられる。  
 
平成30年１月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
